
緊急体制

くじ助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容 前年度に引き続き協賛金で収入を増加させた。

うち障がい者参加人数 0 人 障がい者参加割合 0.0 ％

実施日における運営スタッフ（請
負業者を除く）平均参加人数

108 人
参加者に対する

運営スタッフの割合
38.6 ％

計 122 144 22 0 288

うち地域住民の参加人数(開催地に
住む方）

23 人 地域住民参加割合 8.2 ％

103 20 182

女性 63 41 2 106

募集方法 当協会のHPより全国から募集

参加対象者 2022年度日本陸上競技連盟登録者及び主催者が認めた競技者

参加者数
スタッフ数

開催期間内の
事業実施回数

1 回

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

280 人 総参加人数 280 人

性別

世代
①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

男性 59

1

共催者

年 1 月 1 日

主催者 公益財団東京陸上競技協会

月 1 日

令和４年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 公益財団東京陸上競技協会

なし

開催場所 明治神宮外苑絵画館20km競歩路コ-ス

事業名 第７１回元旦競歩大会

事業の成果

大学・一般男子２０ｋｍでは、村山裕太郎（富士通）が自己ベストを９秒更新する１時間２０分４０
秒で初優勝。大学・一般女子１０ｋｍでは、内藤未唯（神奈川大）が４５分２７秒で初優勝。高校男
子１０ｋｍでは、櫻井健太（星稜高３・石川）が４３分３２秒で優勝。高校女子５ｋｍでは、樋口里
桜（新島学園３・群馬）が２４分１６秒でそれぞれ優勝。ＷＲｋ対象大会となり、香港・チャイニ－
ズ台北からも１５名のエントリ－があった。

事業に対する評価
ＷＡウォ－キングツア－ブロンズ大会・ワ－ルドランキングコンペティション（ＷＲｋ）対象大会と
なり、全国から２８８名の選手が参加。国内の競歩大会としては、最大の参加者となり今後も海外か
らの参加者が期待される。

～ 令和 5

実
施
し
た
事
業
の
内
容

開催期間・開催日 令和 5 年

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし

行った

行わなかった
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令和４年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 公益財団東京陸上競技協会

事業名 第７１回元旦競歩大会

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

備考

情
報
公
開

事業実施計
画の公表

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

（　　    　　　）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの広報・PRを行う必要があります。

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　    　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

行った 行わなかった

HPで参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知した

特定の個人・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他

その他
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